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われわれはいわゆる吉田肉腫，腹水肝癌など，主とし
てシロネズミの腹水腫蕩を用い，移植という手段で腫蕩
細胞の増殖を 10数年の長期間にわたり観察している。
この聞に得られた所見の 2，3について染色体を中心に
紹介したい。
われわれが癌細胞の染色体に関心をもつようになった
主な動機は， 1951年からつぎつぎと樹立されたシロネズ
ミの腹水肝癌の研究にあった。この研究でえられた最大
の知見は癌の個性の発見であったといえる。すなわち 
4-dimeth y laminoazo benzeneなどの化合物飼与によっ
て，別個の動物に生じた肝癌に由来する腹水肝癌の移植
系のひとつひとつが，移植率・宿主動物の生存日数(増
殖速度のひとつのパラメーターとして)・細胞形態とくに
「島J形成，すなわち上皮性性格の強弱・転移形成・化
学療法またはX線に対する感受性など，検査された限り
においてそれぞれの腫虜系で異なり，かっその性質は累
代移植のあいだも保たれていることが明瞭になったので
ある。この癌の個性はとりもなおさず癌のひとつひとつ
が細胞遺伝的に異なる癌細胞で構成されていることを示
唆するもので，腹水肝癌各系の染色体レベノレでの差異が
注目された。
佐々木研究所に維持されている腹水肝癌での染色体検
査の所見はつぎのように要約される。 1)ひとつの癌でも
それを構成する癌細胞の個々についてみると，その染色
体の数はすべてが同じではない。あるひとつの染色体数
を示す細胞がとくに多く，これはしばしば圧倒的に高い
頻度でみられる。この染色体数をモードとよんでおり，
ほかの細胞は主としてモードを中心にそれに連続した数
の染色体をもっ一群の細胞と，モードのちょうど 2倍の
数およびその近くの数の染色体をもっ細胞群が多くの系
に共通してみとめられる。 2)腹水肝癌の染色体数モード
を正常体細胞の染色体数(シロネズミは 2n=22)に比較
すると，最小 37，最大 104で大部分は 2nの数よりも多
く， 4nの数よりは少ない。 3)ひとつの腫蕩系でモード
の染色体をもっ細胞について，染色体のひとつひとつの
大きさと形態をみてそれが何個づつあるかを調べてみる
と，大多数の細胞が同じような染色体構成を示してい
る。染色体数が同じ系があってもまったく同ーの染色体
構成をもっ腹水肝癌はひとつもなく，癌の個性的差異を
染色体レベルで端的に示す所見といえる。 4)染色体構成
をみると，どの腹水肝癌でも同じ形と大きさをもっ染色
体の対のみに完全には分類できない。これは相同染色体
の対のみからなる正常体細胞の染色体構成とは明らかに
異なる。また体細胞にみられぬ異常な大きさと形態の
染色体を恒常的にふくむ腫蕩系があり，この染色体は 
markerとして記載される。このような体細胞の染色体
とかわっている癌細胞の染色体の出現には，種々の機転
が考えられるが，大部分の腹水肝癌では変化がはなは
だしく， その機転は不明である。 5)ときに高倍性細胞 
(polyploid) をみるが，分裂の異常や細胞融合があるか
もしれない。静止核の聞に染色体が倍加しそれが有糸分
裂にはいったと思われる像が，腹水肝癌でも吉田肉腫で
もときどきみられる。 6)腹水肝癌各系細胞の示す性質と
染色体構成をみくらべても関連性は見いだせなかった。
つぎに癌細胞集団の変化についてであるが，癌細胞は
有糸分裂によって増殖をくり返す細胞系であるから，一
個の癌細胞から生じた癌細胞群は，細胞遺伝的に均等な 
cloneであると考えられる。一方癌はつねに細胞の集団
として認識されるので，その増殖だけを考えれば，癌は
多数の cloneの集合体である。移植によって癌の増殖
がおこる場合でも，移植され増殖する数多くの癌細胞が
それぞれ clone を形成し，それらが一個の癌を構成す
るわけである。
これら clone が細胞遺伝的に同ーか否か，もし異質
ならば癌の発生の当初から混在していたか，あるいは増
殖の過程に生じたものか，それは癌の増殖にどれほどの
意味をもつか等々，多くの問題が考えられる。これらの
解決のためにはひとつの癌から癌細胞一個を分離し，そ
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れが増殖して生ずる clone を自由にっくり，形態・行
動・代謝などに関してともとの癌との比較を進める手順
が必要となる。われわれは吉田肉腫や腹水肝癌を用い，
顕微鏡で観察しながら細胞一個を分離し，それを移植し
て clone をつくる手技の開発を進めてきた(映画供
覧)。
この方法でかなり高い移植率がえられ，このようにし
て clone をっくり比較検討した結果は，一個の癌とい
えども細胞レベルでみれば決して均一な細胞集団ではな
く，染色体構成，増殖性などに関し，異質または度合の
異なる細胞群の集団であることが明らかになった。
吉田肉腫は染色体数 40をモードとするいわゆる hy-
podiploidの腫虜細胞集団で，この中には染色体数 80
およびその付近の polyploidの腫蕩細胞もつねに数%
はふくまれている。吉田肉腫細胞を一個とって腹腔内移
植を 1000回以上も試みているが，生じた cloneのうち
大部分は母細胞集団とまったく同じで，染色体は 40で
ありそれを中心に染色体数の変異がかならず生じている
こと，染色体数 80およびその付近の細胞も出現して U、
ることなどが確認された。ときには染色体数をモードと
する clone で，染色体構成も母細胞集団にふくまれて
いた polyploidと同一の細胞集団が生ずることもあり，
このような clone には母細胞集団でモードになった 40
の染色体構成をもっ細胞はみとめなかった。いずれにし
ても細胞一個から出発した clone ではあるが，モード
を中心に必らず染色体変異があることは共通である。腹
水肝癌や吉田肉腫を長期にわたって移植していると，染 
色体構成の変化を示す例はかなり多い。 
2n→ 4n→ 4n-α で示される変化のほかにも不規則な
染色体の減少，増加があり，形態的にも新らしい形の染
色体が出現している場合も少なくない。染色体変化にと
もなって腫療の性状にも変化がみとめられるが，とくに
腹水肝癌では顕著な染色体変化とともに「島」がなくな
って自由細胞の腫蕩になることがしばしば経験されてい
る。
最後に吉田肉腫の LY変異株細胞の染色体について
ふれる。 LY株というのは吉田肉腫細胞を種々な処置を
加えたドンリュウ系ラットに移植することにより生じた
腫虜細胞系で，細胞が上皮細胞の性格を示し，腹水中で
は腹水肝癌の細胞と同様な島を形成し，増殖がいちじる
しく緩徐で，いわば悪性度の低下を招来するような変異
が吉田肉腫の細胞におこり，それが増殖して株になった
と考えられる腫蕩系で，吉田肉腫の母細胞が肝細胞では
ないかという疑問，上皮性非上皮性の形態学的基準，さ
らに悪性度の変化など多くの問題を投げかけている。こ
の LY変異株の 8系について染色体を調査したところ，
各系はそれぞれ固有の染色体構成を示すが，すべての性
質が酷似している変異 3株系は染色体構成において相似
を示し，このような変異を生ずる場合にも，ある場合に
はかなり共通した染色体変化をともなうということを示
してu、る。とにかく LY変異株の細胞は染色体変化をと
もなう不可逆変異によっておこったと考えられる。この
ような変異細胞の出現を誘導する条件の解明がまたれ
る。(中村宣生) 
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一般に免疫グロプリンは，以下の 4つの特性を持って
いる。 1)形質細胞，またはそれに類似の細胞によって合
成される。 2)一定の化学構造を持っている， 2組 4個の
ポリペプチドよりなり，おのおのダイサjレファイド結合
により結合していて， H鎖， L鎖を作る， H鎖の抗原性
の差により IgG，IgM，IgA， IgD，IgEの各クラスの免
疫グロプリンが区別でき， L鎖は，すべての免疫グロプ
リンに共通であるが，さらに小部分の抗原性の差により 
K型， L型にわけられる。 3)この内，一種類の免疫グロ
プリンを取り出してみても，電気泳動的には，巾広い領
域に流れ，多クローン性 (polyclonicity)を示す。 4)ま
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た免疫グロブリンは，少なくとも抗体活性を持っている
であろう。
この免疫グロブリンについて，いろいろな異常症が報
告されているが，その中でも蛋白血症は重要な問題であ
る。免疫グロブリンが，電気泳動的に，巾狭く均一な，
免疫電気泳動的には， M-bowを形成する蛋白として，
観察されることがある。これは M-蛋白と呼ばれ，免疫
学的には，単一な種類の L鎖あるいはH鎖から成ってお
り，この M 蛋白が血中に出現する病態を“ M 蛋白血
症"という。現在まで見つかっている M 蛋白としては， 
IgG，IgA，IgD，IgM，IgE，7S，IgM，半分子 IgG，さ
